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女子大生の食生活状況調査（第7報）
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緒 言

　現代の子供の食生活の問題点L2）として，欠食，偏食，

成人病の増加など，栄養と運動と休養のバランスが失な

われている．また，中学生の食生活の劣悪化，間食の摂

り過ぎが，成入病にっながっている．これは，社会環境

の変化が子供の心と体に大きく影響していると指摘され

ている．一方，近年の家庭状況3・4）をみると，母親め4

人に3人は仕事を持ち，8時間以上仕事にかかわってい

る人が4割を超え，親子の対話のない家庭が12％もあり，

対話と言っても15分以内の子供が半数近くである．さら

に，朝食を食べないで登校する生徒が6人に1入いて，

「気持ちが悪い」「腰が痛い」「お腹が痛い」などと訴え

ている．また，青少年白書5）によると，忙しい生活を送っ

ている小・中・高校生の中には，疲れを訴える者が多く，

「疲れやすい」という小学生が26．3％，中学生が47．9％，

高校生が51．2％と心身の不調を訴える者が存在している．

大学生にっいて，自分の生活に満足しているかどうかを

みると，「満足である」「まあ満足である」とする者は，

82．0％で，大半の者が満足しており，男女別では，女性

の方が，85．　9％と，男性より5％程度上回っている．1

日のうちの食事時間は，1時間30分程度，炊事には，10

～17分かけている．このような生活状況と食生活が，ど

のようなかかわりをもっているか，女子大生を対象にア

ンケート調査を行ない，生活状況から食生活に対する意

識について検討したので報告する．

表1　生活状況 （％）

生活習慣 全　　　体 規　則　的 時々乱れる 不　規　則

日常 963 151 663 146

身体に感ずる事 （15．7） （68．8） （15．2）

疲れやすい 540（56．1） 69（45．7） 368（55．5） 100（68．5）

気分よく起きられない 457（47．5） 32（21．2） 329（49．6） 94（64．4）

便通が悪い 380（39．5） 38（25．2） 272（41．0） 70（47．9）

坂や階段で息切れする 333（34．6） 34（22．5） 224（33．8） 74（50．7）

意欲がわかない 284（29．5） 21（13．9） 207（31．2） 54（37．0）

イライラする 240（24．9） 20（13．2） 168（25．3） 51（34．9）

よく眠れない 107（11．1） 5（3．3） 81（12．2） 21（14．4）

食事がまずい 50（5．2） 3（2．0） 37（5．6） 10（6．8）

以上の事はない 96（10．0） 46（30．5） 45（6．8） 5（3．4）

X2検定　P＜0．001注）日常身体に感ずる事は複数回答

栄養指導論研究室
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1）調査対象

調査方法
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　在学生963名を対象とし（表1），生活習慣（規則的），

時々乱れる，不規則），日常身体に感ずる事（疲れやす

い，気分よく起きられない，便通が悪い，坂や段階で息

切れする，意欲がわかない，イライラする，よく眠れな

い，食事がまずい，以上の事はない）に分けた．

　2）調査時期・方法

　質問紙による調査法で，昭和61年5月～6月の間に教

室内でアンケート用紙を配布し，その場で回答を求め回

収した（回収率100％）．

　3）調査内容

　生活状況から調査項目を検討し，x2検定で有意差の

認められた項目をさらに検討し，次の4項目に分けた．

　①生活習慣と食生活意識

　専攻別，健康に対する意識　日常の運動の有無，健康

食品への関心，食事への関心，食生活に対する満足感と

した．

　②生活習慣と食行動

　日常の食事状況，朝。昼・夕食の頻度，朝食の食事パ

ターン，昼・夕食の外食頻度とした．

　③日常身体に感ずる事と食生活意識

　専攻別，家庭所在地別，健建に対する意識　日常の運

動の有無，食事への関心，料理に対する関心，食生活に

対する満足感とした．

　④日常身体に感ずる事と食行動

　朝・夕食の頻度とした．

　集計：パスキー1000機を使用し，統計は百分率，X2

検定による有意差の有無を検定した．

調査結果および考察

　生活習慣（表1）は，昨年の調査結果6）と比較すると，

規則的5％少なく15．　7％，時々乱れる5％多く68．8％，

不規則ほぼ同じで15．　2％である．日常身体に感ずる事は，

気分よく起きられない5％少なく47．5％，他は，ほぼ同

じで，疲れやすい56．　1％，便通が悪い39．5％，坂や階段

で息切れする34．6％，意欲がわかない29．　5％，イライラ

する24．9％，よく眠れない11．1％，食事がまずい5．2％，

以上の事はない10．0％と，9割の者が2．8項目の症状を

訴えている．生活習慣と日常身体に感ずる事の間に関係

が認められた（P＜0．001）．これを基に検討したのは次
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図1　生活習慣と状況
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　1　生活習慣と食生活意識

　（1）専攻別（図1一①）

　生活習慣が規則的と回答した者は，栄養科，他科（服

飾美術科・児童・保育科）とも，ほぼ同じであるが，不

規則な者は，「栄養科」35．6％，「他科」64．　4％と他科に

多く，両者間に有意差が認められた（P＜0．05）．特に

服飾美術科に不規則な者が多くみられた．昨年の調査に

おいても同じような結果が得られている．

　②　健康に対する意識（図1一②）

　規則的な者は，「丈夫」55．　0％と多い．不規則な者は，

「丈夫」32．9％と少なく，「ふっう」58．9％，「丈夫でな

い」8．2％と多くなっており，不規則な生活をしている

者は，健康にも自信がないようである．両者間に有意差

が認められた（P＜0．001）．（財）食品産業センター7）の

調査によると，家族の健康状態にっいて主婦が判断した

ところ，主婦，夫，子供のいずれも「健康i「まあ健康」

あわせて9割以上に達し，とりわけ子供の健康状態は良

好であると答えている．本調査においても「丈夫」「ふ

っう」あわせて9割以上に達している．
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　（3）日常の運動の有無（図1一③）

　規則的な者は，「運動をする」12．6％，「時々する」33．1

％，「しない」54．　3％であるが，不規則な者は，「しない」

　　　　　　　　　　　〔①健康食品〕　　　　（％）
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73．　3％と多く，不規則な者は，運動をしていないようで

ある．両者間に有意差が認められた（P＜0．01）．国民

栄養の現状8）によると，女性は，「運動不足だと思う」

60．6％，「思わない」30．8％，「わからない」8．6％と，

6割の者が，運動不足を意識している．

　（4）健康食品への関心（図2一①）

　「健康食品を使っていた」は，規則的な者13．　9％，不

規則な者21．2％と不規則な者に多く，「使っている」は，

規則的な者17．　2％，不規則な者16．4％とほぼ同じである．

「使いたい」は，規則的な者25．　2％，不規則な者33．6％

と不規則な者に多く，「使いたくない」は，規則的な者

43．7％，不規則な者27．3％と規則的な者に多い．規則的

な者に，使いたくないが多く，不規則な者に，使ってい

た，使いたいが多くみられた．両者間に有意差が認めら

れた（P〈0．05）．

　⑤　食事への関心（図2一②）

　規則的な者は，「食事に気をつけている」30．5％，「気

にしない」14．6％で，不規則な者は，「気をっけている」

6．2％と少なく，「気にしない」39．　0％と多くなっている．

不規則な者に食事への関心が低く，両者間に有意差が認

められた（P〈0．001）．（財）食品産業センター7）による

と7主婦にっいては，健康のため「規則正しい生活をお

図2　生活習慣と意識
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図3　生活習慣と食事状況
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くる」，「食事の栄養のバランスに気をっける」などの意

識が高い．

　（6）食生活に対する満足感（図2一③）

　規則的な者は，「満足」57．6％と多く，「不満」7．9％

と少ないが，不規則な者は，「満足」32．9％と少なく，

「不満」24．　7％と多くなっており，不規則な者は食生活

にもあまり満足していないようである．両者間に有意差

が認められた（P〈0．001）．

　2　生活習慣と食行動

　（1）日常の食事状況（図3）

　規則的な者は，ほとんどの項目において50％以上の回

答で，不規則な者を上回っている．特に差のみられる項

目は，「毎日，朝食を食べる」，「緑黄色野菜を食べる」，

「生野菜を食べる」である．不規則な者は，「油料理を食

べる」，「肉類を食べる」が65％以上で，他は40％以下の

回答であり，全体にバランスも悪く，食事状況がよくな

表2　生活習慣と食行動 （％）

　　　生活習慣
?@　目

全　　　体

@963
規　則　的

@151
時々乱れる

@663
不　規　則

@146
2κ検　定

①
朝
食

毎　　　日

栫X欠食
〟@　　食

ｳ　回　答

594（61．7）

R00（312）

U7（7．0）

Q（0。2）

133（88．1）

P6（10．6）

Q（1．3）

O（0）

409（61．7）

Q15（32．4）

R8（5．7）

P（0．2）

51（34．9）

U9（47．3）

Q6（17．8）

O（0　）

P〈0．001

②
朝
食
．
パ
タ
ー
ン

米飯＋汁物

ﾄ飯＋汁物＋副食

mぐ　ン

pン＋飲物

pン＋飲物＋副食

�@物

宦@食
ｻ　の　他

ｳ　回　答

@　計

105（11．7）

R61（40．2）

P1（L2）
P69（18．8）

P83（20．4）

P4（1．6）

W（0．9）

S4（4．9）

Q（0．3）

W97（100．0）

23（15．4）

U5（43．6）

Q（1．3）

Q4（16．1）

Q8（18．8）

O（0　）

P（0．8）

U（4．0）

O（0）
P49（100．0）

60（9．6）

Q54（40．6）

X（1．4）

P15（18．4）

P37（21．9）

P1（1．8）

S（0．6）

R4（5．4）

P（0．3）

U25（100．0）

22（18．3）

S2（35。0）

O（0）
Q9（24．2）

P7（14．2）

R（2．5）

R（2．5）

S（3．3）

O（0　）

P20（100．0）

P〈0．01

③
昼
食

毎　　　日

栫X欠食
〟@　　食

ｳ　回　答

815（84．6）

P41（14．6）

R（0．3）

S（0．4）

141（93．4）

X（6．0）

P（0．7）

O（0）

558（84．2）

P01（15．2）

Q（0．3）

Q（0。3）

113（77．4）

R1（21．2）

O（0　）

Q（1．4）

P＜0．01

④
夕
食

毎　　　日

栫X欠食
〟@　　食

ｳ　回　答

788（81．8）

P61（16．7）

X（0．9）

T（0．5）

133（88．1）

P7（11．3）

P（0．6）

O（0　）

549（82．8）

P06（16．0）

T（0．8）

R（0．5）

103（70．5）

R8（26．0）

R（2．1）

Q（1．4）

P〈0．01

⑤
外
食
・
昼

し　な　い

?冾ｷる
T2～3回
獅Q～3回
ｻ　の　他

ｳ　回　答

70（7。3）

Q72（28．2）

S18（43．4）

P29（13．4）

T1（5．3）

Q3（2．4）

23（15．2）

R8（25．2）

T8（38．4）

Q5（16．6）

T（3．3）

Q（1．3）

41（6．2）

P83（27．6）

Q98（44．9）

W5（12．8）

R8（5．7）

P8（2．7）

6（4．1）

T1（34．9）

T9（40．4）

P9（13．0）

W（5．5）

R（2．1）

、　P〈0．01

⑥
外
食
・
夕

し　な　い

?冾ｷる
T2～3回
獅Q～3回
ｻ　の　他

ｳ　回　答

289（30．0）

P6（1．7）

P58（16．4）

S08（42．4）

W1（8．4）

P1（1．1）

61（40．4）

P（0．7）

P3（8．6）

U3（41．7）

P0（6．6）

R（2．0）

200（30．2）

P2（1．8）

P05（15．8）

Q81（42．4）

T9（8．9）

U（0．9）

26（17．8）

R（2．1）

S0（27．4）

U3（43．2）

P2（8．2）

Q（1．4）

P〈0．001
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いと思われる．両者間に有意差が認められた（P＜O．　05）．

国民栄養の現状8）によると，「朝食（毎日）」87．3％，

「緑黄色野菜」65．4％，「果物」65．4％，「生野菜」49．4

％，「肉類」89．4％，「牛乳・乳製品」36．9％，「大豆・

豆製品（週三回）」81．0％，「油料理」75．9％，「海草

（週三回）」80．4％，「芋類（週三回）」62．2％である．本

調査の方が上回っていたのは，「生野菜」と「牛乳・乳

製品」であり，10％以上下回っていたのは，「果物」，

「大豆・豆製品（週三回）」，「海草（週三回）」，「芋類

（週三回）」であった．

　②　朝食の頻度（表2一①）

　「朝食を毎日食べる」は，規則的な者88．1％，不規則

な者34．9％と規則的な者に多く，「時々欠食する」は，

規則的な者10．　6％，不規則な者47．3％と不規則な者に多

，く，「欠食」は，規則的な者1．3％，不規則な者17．8％と

不規則な者に多い．不規則な者に欠食が多くみられた．

国民栄養の現状8）によると，「朝食を毎日食べる」は，

20～24才の女子72．4％，高校生以上の女子学生84．8％で

ある．

　（3）朝食の食事パターン（表2一②）

　規則的な者と不規則な者を比較すると，「米飯＋汁物

＋副食」43．6％，「パン＋飲物＋副食」18．8％と規則的

な者に多く，「米飯＋汁物」18．3％，「パン＋飲物」24．2

％，「飲物だけ」，「副食だけ」共に2．5％と不規則な者に

多い．朝食の内容は，不規則な者にアンバランスな摂り

方がみられた．第6報9）で，実際に食べた朝食の食事パ

ターンを検討した結果，基本食（主食＋主菜＋副菜）を

摂っていた者は，38．3％と少なかった．

　（4）昼食の頻度（表2一③）

　「昼食を毎日食べる」は，規則的な者93．4％，不規則

な者77．4％と規則的な者に多く，「時々欠食する」は，

規則的な者6．0％，不規則な者21．2％と不規則な者に多

い．不規則な者に欠食が多くみられた．国民栄養の現

状8）によると，「昼食を毎日食べる」は，20～24才の女

子95．0％，高校生以上の女子学生96．　0％である．

　（5）夕食の頻度（表2一④）

　「夕食を毎日食べる」は，規則的な者88．1％，不規則

な者70．5％と規則的な者に多く，「時々欠食する」は，

規則的な者11．3％，不規則な者26．0％と不規則な者に多

く，「欠食」は，規則的な者0．6％，不規則な者2．1％と

不規則な者に多い．ここでも不規則な者に欠食が多くみ

られた．国民栄養の現状S）によると，「夕食を毎日食べ

る」は，20～24才の女子95．7％，高校生以上の女子学生

98．3％である．

　（6）昼の外食頻度（表2一⑤）

　「昼食を外食しない」は，規則的な者15．　2％，不規則

な者4．1％と規則的な者に多く，「毎日外食する」は，規

則的な者25．2％，不規則な者34．9％と不規則な者に多い．

「週2～3回外食する」は，規則的な者38．4％，不規則

な者40．4％と不規則な者に多い．不規則な者に昼の外食

が多くみられた．国民栄養の現状8）によると，「昼食を

外食しない」は，20～24才の女子37．0％，高校生以上の

女子学生56．3％である．

　（7）夕の外食頻度（表2一⑥）

　「夕食を外食しない」は，規則的な者40．4％，不規則

な者17．　8％と規則的な者に多い．「毎日外食する」は，

規則的な者0．7％，不規則な者2．1％，「週2～3回外食

する」は，規則的な者＆6％，不規則な者27．4％，「月2

～3回外食する」は，規則的な者41．7％，不規則な者

43．　2％といずれも不規則な者に多く，ここでも不規則な

者に欠食が多くみられた．国民栄養の現状8）によると，

「夕食を外食しない」は，20～24才の女子69．3％，高校

生以上の女子学生85．　4％である．

　3　日常身体に感ずる事と食生活意識

　（1）専攻別（表3一①）

　日常身体に感ずる事が，「栄養科」に多いのは，以上

の事はない12．7％，便通が悪い40．3％だけで，他の項目

は「他科」の者に多い．特に，疲れやすい61．8％，気分

よく起きられない53．0％に差がみられる．不規則な生活

をしている者も他科に多いためであろうと思われる．

　（2）家庭所在地別（表3一②）

　家庭所在地別で，「関東1」に多いのは，以上の事は

ない11．6％，イライラする25．8％だけで，他の項目は，

「その他」に多い．特に，便通が悪い44．7％，よく眠れ

ない16．　4％に差がみられた．下宿生が多いと思われる家

庭所在地その他の者に訴えが多くみられた．

　（3）健康に対する意識（表3一③）

　日常身体に感ずる項目に対して，以上の事はないは，

健康上「丈夫」17．2％，「丈夫でない」2．2％と丈夫な者

に多いが，他は全項目とも丈夫でない者に多い．特に，

疲れやすい91．1％，坂や階段で息切れする57．8％に差が

みられた．（財）食品産業センター7）によると，健康人で

も，いざ具体的症状をあげさせるといろいろな症状を訴

えていて，主婦によると，歯がよくない26．4％，疲れや

（67）
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すい22．7％，ふとりすぎ22．2％，便秘18．4％，貧血ぎみ

17．　7％が上位を占めている．

　（4）日常の運動の有無（表3一④）

　「日常運動をする」に多いのは，以上の事はない14．6

％，イライラする28．0％，よく眠れない17．1％で，他の

項目は，運動をしない者に多い．特に，坂や階段で息切

れする39．9％に差がみられる．運動をしていない者に，

訴えが多くみられた．

　（5）食事への関心（表3一⑤）

　「食事に気をっけている」に多いのは，以上の事はな

い18．5％，よく眠れない14．4％，食事がまずい6．2％で，

他の項目は，気にしない者に多い．特に，意欲がわかな

い41．0％に差がみられる．食事への関心がない者に訴え

が多くみられた．

　（6）料理に対する関心（表3一⑥）

　「料理をするのが好き」な者に多いのは，以上の事は

ない12．6％，便通が悪い43．3％，よく眠れない12　4％で，

他の項目は，料理が嫌いな者に多い．特に，意欲がわか

ない57．4％，イライラする49．2％に差がみられる．料理

が嫌いな者に訴えが多くみられた．

　（7）食生活に対する満足感（表3一⑦）

　「食生活に満足」な者に，以上の事はない12．7％と多

く，他は全項目とも不満な者に多い．特に，坂や階段で

息切れする47．6％，気分よく起きられない58．9％，意欲

がわかない41．9％に差がみられた．食生活に対して不満

をもっている者に訴えが多くみられ，生活もまた，不規

則である．

　4　日常身体に感ずる事と食行動

　（1）朝食の頻度（表3一⑧）

　「朝食を毎日食べる」者に，以上の事はない14．　1％と

多く，「時々欠食する」者に，疲れやすい59．7％，便通

が悪い49．3％，イライラする27．0％，食事がまずい8．7

％と多く，「欠食」の者に，気分よく起きられない68．7

％，坂や階段で息切れする44．8％，意欲がわかない38．8

％，よく眠れない14．9％と多い．毎日食べる者と欠食の

者を比較すると，気分よく起きられないに，特に差がみ

られた．また，朝食を欠食する者に訴えが多くみられた．

　（2）夕食の頻度（表3一⑨）

　「夕食を毎日食べる」者に，以上の事はない10．　7％と

多く，「時々欠食する」者に，疲れやすい63。4％，便通

が悪い49．7％，坂や階段で息切れする37．3％，イライラ

する33．5％と多く，「欠食」の者に，気分よく起きられ

ない55．6％，意欲がわかない55．6％，よく眠れない55．6

％，食事がまずい22．2％と多い．毎日食べる者と欠食の

者を比較すると，よく眠れないに，特に差がみられた．

ここでも欠食する者に訴えが多くみられた．

要 約

　本学学生の生活状況と食生活意識との関係を検討した

結果は，次の通りである．

　（1）栄養専攻以外の者，健康に自信のない者，日常運

動をしていない者，食事への関心のない者，食生活に不

満をもっている者は，不規則な生活をしていて，身体へ

の訴えも多い．

　（2）健康食品への関心は，規則的な生活をしている者

は，使いたくない43。7％に対して，不規則な生活をして

いる者は27．　4％と少なく，不規則な生活をしている者は，

関心が高い．

　（3）下宿生が多いと思われる家庭所在地，その他の学

生で，料理をするのが嫌いな学生に，身体への訴えが多

い．

　（4）朝食，夕食を欠食する者は，不規則な生活をして

いて，身体への訴えも多い．

　（5）昼食を欠食する者，昼，夕食を外食する者は，不

規則な生活をしている者に多い．

　（6）朝食の食事パターンを，主食＋汁物・飲物・副食

と，バランス良く摂っている者は，規則的な生活をして

いる者に多く，不規則な生活をしている者は，食事パター

ンも悪い．

　日常身体に感ずる事柄は，全体で9割の者が，複数で

症状を訴えており，さらに生活習慣でみると，規則的な

生活をしている者は，種々の症状がない30．5％と少ない

のに対し，不規則な生活をしている者は，3．4％と症状

を訴える者が多い．従って，生活状況と食生活は，密接

な関係にあり，生活が乱れがちな者には，生活を正し，

食生活への関心も持っよう導く必要性がある．

　本報告の一部は，第34回日本栄養改善学会において発

表した．
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